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混
合
整
数
計
画
法
の

プ

ロ

ダ
ク

ト

･

ミ

ッ

ク

ス

決
定
問
題
へ

の

適
用

小

林

啓

孝

目

次

問
題
の

提

起

固
定

費
の

分

頬

と

混

合

整

数

計

画
法

混
合

整

数

計

画

法
の

プ

ロ

ダ

ク

ト
･

､
､

､

ツ

タ

ス

決

定

問
題

へ

の

適
用

四

ま
と

め

一

間
題
の

提
起

企
業
の

経
営
管
理

者
は

第
二

次
大
戦
後
に

生
じ

た

経
済
上

の

諸
変
化
か

ら

利
益
管
理
の

重

要
性
を

認
識
し

た
｡

直
接
原
価
計
算
が

正

規
の

損
益
計

算
書
上
で

短
期
利
益
計
画
に

役
立
つ

原
価

･

営
業
量

･

利
益
の

関
係
(
c

〇
･

巴
T

く
○
-

仁

m
e
･

p

岩
空
r

e
】

巳
i

O
-

J

S

F

首
)

に

つ

い

て

の

情
報
を

明
示

す

る

こ

と

か

ら

経

営
管
理

者
の

直
接
原
価
計
算
(

d

ぎ
(
t

C

O

S
t
-

ロ
g
)

に

対

す
る

関

心

が
一

九
五

〇
年
代
に

急
激
に

高
ま
っ

た
｡

直
接
原
価
計
算
は

短
期
利
益

計
画

用
に

正

規
の

損
益
計
算
書
上
で

原
価

･

営
業
量

･

利
益
の

関
係
に

つ

い

て

の

分

析
(

C

V
P

分
析
)

が

街

李
え

る

よ

う
に

工

夫
さ

れ

た

原
価
計

算
で

あ

り
､

原
価
を

変
動
費
と

固
定
費
と

に

分
解
し

､

売
上

高
か

ら

ま

ず

朗
り

J

変
動
費
を

差
引
い

て

限
界

利
益
(

貢
献
利
益
)

を

計
算
し

､

限
界
利
益
か

ら

固
定
費
を

差
引
い

て

営
業
利
益
を

計
算
す
る

損
益
計

算
の

一

方
法
で

あ

る
｡

伝
統
的
C

V

P

分
析
ほ

短
期

利
益
計
画
設
定
に

有
用
で

簡
便
な

手
法
で

あ
る

が
､

こ

れ

に

ほ

多
く
の

仮

定
な
い

し

前
提
が

あ

り
､

し

た

が
っ

て

ま

た
､

そ

こ

に

帰
因
す
る

限

界
が

存
在
す
る

｡

伝
統
的
C

V

P

分

析
の

主
要

な

仮
定
を

例
示
す
れ

ば

次
の

と

お

り
で

あ
る

｡

(

1
)

製
品
品

種

単

位
当

り

販
売
価
格
お

よ

び

変
動
費
の

値
は

確
定
的
で

あ

る
｡

(

2
)

収
益

関
数

お

よ

び

原
価
関
数
は

適
当
な

捜
業
圏
(
t

F
｡

邑
e

く

呂
{

言

責
e
)

に

お

い

て

線
型
で

あ

る
｡

(

3
)

原

価
に

影

響
を

及
ぼ

す

操
業
度
以

外
の

要

因
は

一

定
で

あ
る

｡

(

4
)

需
要
上
お

よ

び

生

産
上
の

制
約
は

明

示

的
に

は

考

え

な
い

｡

(

5
)

生

産
量
と

販
売
量
は

等
し
い

｡

伝
統
的
C
V

P

分
析
の

限
界
が

こ

れ

ら

諸
仮
定
に

帰
因
す
る

も
の

で

あ

る

以

上
､

伝
統
的
C

V

P

分
析
の

短
期
利
益
計
画
設
定
に

対

す
る

有
用
性

を

高
め
る

た
め

に

は
､

こ

れ

ら

の

諸
仮
定
を

弛
め
て

モ

デ
ル

を

現
実
に

近

づ

け

る

必

要
が

あ

る
｡

実
際

､

一

九
六

〇
年
代
に

な
る

と
､

伝
統
的
C

V

p

分
析
を
こ

の

よ

う
な

方
向
に

発
展
せ

し

め

よ

う
と

す

る

試
み
が

現
わ

れ

(

1
)

て

き

た
の

で

あ

る
｡

そ
の

よ

う
な

試
み

の

な
か

で

注
目
に

値
す
る

と

思
わ

れ

る

動
き
の

一

つ

は

直
接
原
価
計
算
と

線
型

計
画
法
(

｢

ど
e

a
r

P
r

O

粥
r

苧

(

2
)

m
m
i

n

粥
‥

｢
勺
)

と

を

結
合
し

ょ

う
と

す
る

試
み

で

あ

る
｡

従
来

､

プ
ロ

ダ

ク

ト
･

ミ

ッ

ク

ス

の

決
定
に

ほ

直
接
原
価
計
算
が

有
用

で

あ
る

と

さ

れ

て

き

た

が
､

直

接
原
価
計
算
方
式
に

よ
っ

て

ほ

多
数
の

需

要
上

あ

る
い

は

生
産
上
の

制
豹
を

考
慮
し

な
が

ら

最
適
プ
ロ

ダ
ク

ト
･

､

､

､

ヰ
､

畔

古

→

ト

ゆ

～

ヰ

ゝ

巾

ず

●

l
､

ヰ

､

セ

ナ
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( 8 7 ) 研 究 ノ ー ト

ッ

ク

ス

を

決
定
す
る

こ

と
ほ

困

難
で

あ

る
｡

直
接
原
価
計
算
方
式
に

よ

る

易
合

､

考
慮
に

入
れ

る

こ

と

の

で

き

る

稀
少
資
漁
は

一

種
類
で

あ

る
｡

企

業
の

生

産
局
面
に

は
､

生

産
物
間
や

生

産
要
素
間
に

相
互

依
存
関
係
や

相

互

排
他

関
係
が

存
在
す
る

と

思
わ

れ

る

が
､

直

接
原
価
計
算
方

式
に

よ

る

プ
ロ

ダ

ク

ト

‥
､

､

γ

ク

ス

の

決
定
ほ
こ

れ

ら

を

考
慮
で

き

ず
現
実
を

単
純

化
し

す
ぎ
て

い

る

と

言
え

よ

う
｡

し

た

が
っ

て
､

短
期
利
益
計
画
設
定
に

対

す
る

有
用
性
を

高
め
る

た

め

に

直

接
原
価
計

算
と
L

P

を

結
合
し

ょ

う

と

す
る

試
み

は

当
然
の

発
展
で

あ

る
｡

と
こ

ろ
で

､

最
適
プ
ロ

ダ

ク

ト
･

ミ

ッ

ク

ス

の

決
定
に

あ
た

り
､

注

意

ほ

も
っ

ぱ

ら

限
界
利
益
と

制
約
条
件
に

向
け

ら

れ
て

､

固
定
費
に

つ

い

て

は

考
慮
さ

れ

る

こ

と

が

少
な

か

っ

た
｡

こ

れ

は

固
定
費
が

製
品
の

生

産
販

売
量
の

増
減
と

と
も

に

変
動
し

な
い

た

め
で

あ
る

｡

し

か

し

な

が

ら

他
方

に

は
､

こ

の

よ

→
な

態
度

､

す
な

わ

ち
､

最
適
プ

ロ

ダ
ク

ト

二
､

､

ッ

ク

ス

の

決
定
上

､

固
定
費
を

ま
っ

た

く

無
視
し

う
る

要
素
と

す
る

態
度
に

対

す

(

3
)

る

疑

問
が

存
在
し
た

｡

し

か

し
､

固
定

費
を

も

考
慮
し

た

最
適
プ
ロ

ダ

ク

ト
･

､
､

､

ブ

タ

ス

決
定
問
題
に

対

す

る

シ

ス

テ
マ

テ

ィ

ッ

ク

な

ア

プ
ロ

ー

チ

の

開

発
は

管
理

会
計
上

の

課
題
と

し
て

一

九
六

〇
年
代
を

通
じ

て

残
さ

れ

た

ま

ま

だ
っ

た

の

で

あ

る
｡

(

1
)

(

1
)

の

仮
定

を

弛

め
て

伝

統

的
C

V

P

分

析
に

確

率

を

持
ち

込

む
こ

と

を

試
み

た

論

文

と

し

て
､

戸

只
･

-

琵
巳
0

打
e

P

ロ
d

A
･

A
.

河
O

b

訂
F
e

打
.

:

C
O

S
t
･

く
○
-

亡

m
?
勺

3
空

A
ロ

已
y
s
･

S

亡
ロ

d
の
r

〔
0

日

巴
t

訂
n
s

O
{

亡
ロ
〔

e

ユ
巴

已
y
㌧

､

→

訂

ゝ
q

旨
宝

邑
訂
叫

知

寒
計
尽

(

O
c
t

O

b
e

r

-

ま
丘
.

p

ワ

望
叫

-
N

ひ
ー

が

あ

る
｡

(

4
)

の

仮

定
を

弛

め
て

伝

統
的

C

V

P

分

析
に

需

要
上

お

よ

び

生

産
上
の

制
約
を

持
ち

込

む
こ

と

を

試
み

た

論
文

に

は
､

刃
.

只
.

J

p
e

已
c

打
e

,

:

H

ヨ
巧

言
く
i

ロ
g

田
-

E

A
n

巴
y
s
ト

s

一

首

⊂
ロ
2

駕

勺

3
雫
P

ヨ
m
-

ロ
g

T
①
C

F

2 .

β
d

石

∵

字

ゝ

.
ゝ
.
也

邑
訂
､

訂

(

呂
宅
O

F

-

苫
-

)

.

勺

p
.

h

l
-

N
､

が

あ

る
｡

同

じ

流

れ

に

沿

う
も

の

で

あ

る

が
､

目

標

計

画

遜

(

G
O

已

勺

3
粥
1

p

⊇
T

-

2 .

ロ

巴

や

展
開

表

(

S

勺
r

2

邑
S

F
2

e
什

)

と
の

結
合
を

論
･じ
た

論

文

に
､

A
.

C

F

当
コ
e
S

.

W
.

W
一
C
O
O

勺
e
l

.

P

n
仁

ぺ
.

よ
ー

+

∵

由
r

①

P

打
･

e

く
e

n

出
亡

d

鷲
t

訂
g

P
ロ

d

勺

3
g
l

P

m
ヨ
訂
呵

t

O

ロ
○

已
s

㌧

ヽ
○

崇

3
…

叫

旦
』
b

Q
Q

革

ミ
叫

ヾ

ぢ

知

訣
昌
言
計

(

S

勺

且
】

品
-

冨
山

)
.

勺

p

.
-

か

-
£
-

が

あ

る
｡

(

2
)

声

声
l

p

溝
訂
打
e

･

O

p

〔
i

t

∴

A
･

C
F

買
ロ
S

e
t

巴
こ

○
勺

C

芦
‥

l
一

]

芦

S
p

日

莞
-

∽
.

‥

O
p

勺
○

ユ
ロ

ロ
ー

t

q

C
O
川

己
-

品
‥

A
ロ

A
p

甘
-

c

p
t
-

○

ロ

○
≠

E
a
t

F
e

ヨ
邑
-

c

a
-

勺
コ
ロ

笥
P

m
ヨ
訂
甲

こ

ヽ
Q
や

等
速

已

阜
ゝ

宝
Q

§
】

恵
ヾ

ぢ

知
勺
h

芸
言
ゎ

(

A
亡
t

亡

臼
ロ

ー

ま
h
)

.

サ

ワ

ー

∞

N

-
苫
‥

ナ

S

.
U
2

ヨ
S

打
r

=

A
ロ

A
c

c

O
G

已
i

n

粥

S

y
s
t

e

ヨ

∽
t

コ
ー

C
t

亡
r

毘
O

n

P

r
i

ロ
e

レ
H

勺

3
･

雫
P

m
ヨ
訂
内

岩
O
n

わ

r

:

→

訂

ゝ
b

旨

§
託
羞
恥

知

寒
訂
琴

(

O
c
t

O

g
l

-

¢

巴
1

)
.

p
p
.

u

占
-

-
-

N
､

な

ど
｡

(

3
)

岡

本

清
､

大

成
節

夫

｢

直
接
原

価

計

算
と

リ

ニ

ア

ー

･

プ

ロ

ブ

ラ
､

､

､

ン

グ

4
+

『

企
業

会

計
』

､

一

九
七

一

年
､

一

二

月

号
､

一

四

三

頁
､

ノ

声

只
e
-

訂
J

呂
良

一

声

｢

勺
e

三
宅
ヂ

達
1

申
達

岳

笥
芸

芸
≠

ゝ

罠
Q

S
已
叫
一

式

甘
ヽ

勺
ヽ

息
､

〔
Q

已
岩
叫

､

呂
(

G
r

一

宇
H
ニ
ー

.

-

宗
か

.

p
.

ひ

叫

い

二

固
定
費
の

分

類
と

混
合
整
数
計
画
法

-

へ
じ

一

九

六

〇
年
代
の

管
理

会
計
上
の

顕

著
な

動
向
の

一

つ

と

し
て

､

固
定

∬
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費
の

分
類
が

論
じ

ら
れ

た

と
い

う
こ

と

が

あ

る
｡

第
二

次
大
戦
後

､

製
品

の

多
角
化
や

分
権
管
理
が

重

視
さ

れ

た

結
果

､

利
益
管
理

上
､

企
業
を

構

成
す
る
セ

グ
メ

ン

ト

別
(

す
な

わ

ち
､

事
業
部
別

､

製
品
品
種
別

､

販

売
地

域
別
な

と
)

の

損
益
計
算
を

行
な
っ

て
､

■
企
業
全
体
の

利
益
に

対

す

る

各

セ

グ
メ

ン

ト
の

貢
献
を

判
定
す
る

必

要
が

生

じ

た
｡

固
定
費
の

分

類
が

論

じ

ら

れ

た

直
接
の

原
因
と

し

て

は

次
の

二

つ

が

あ
る

と

思
わ

れ

る
｡

一

つ

は
､

伝
統
的
な

全
部
原
価
計
算
を

支

持
す
る

人
々

か

ら
の

直
接
原
価
計
算

と
い

う
名
称
は
不

適
当
で

､

変
動

原

価

計

算
(

く

胃
-

P

b
】

O

g
S
t

ど
的
)

と

い

う
名
称
が

適
当
で

あ

る

と
い

う

指
摘
を

切

掛
に

し

て
､

直
接
原
価
計

算

に

お

け
る

直
接
の

意
味
を

考
え

直
し
て

み

よ

う
と
い

う
気
運
が

生

じ

た
こ

と
で

あ
る

｡

そ

の

結
果

､

固
定
費
は

あ

る
セ

グ
メ

ン

ト
に

対

す
を

跡
づ

け

可
能
性
の

有
無
か

ら
､

セ

グ
メ

ン

ト

別
個
別
固
定
費
と

共
通
固
定
費
と
に

分
類
可
能
な

こ

と

が

明
ら

か

に

さ

れ

た

の

で

あ

る
｡

そ
の

二

は
､

直
接
原

価
計
算
が

提
唱
さ

れ

た

当
初

､

直
接
原
価
計
算
は

営
業
利
益
に

対

す
る

固

定
費
の

圧
迫
を

明
示

す
る

と
い

う
利
点
を

有
す
と

さ

れ

て

お

り
､

固
定
費

は

管
理
不

能
な

原

価
で

あ

る

と

考
え

ら
れ

て

い

た
の

で

あ

る

が
､

こ

の

営

業
利
益
に

対

し

て

圧

迫
を

加
え
て

い

る

固
定
費
は

ど
こ

か

ら

発
生
し

て

き
､

ま

た
､

本
当
に

管
理

不

能
な

の

か

と

い

う
疑
問
が

生
じ

た
こ

と
で

あ

る
｡

そ

の

結
果

､

固
定
費
を

そ
の

発
生

源

泉
か

ら

キ

ャ

パ

シ

テ
ィ

･

コ

ス

ト

(

c

P
勺

買
i

t

叫

C

O
S

t
)

と

し
て

促
え

､

キ
ャ

パ

シ

テ
ィ

･

コ

ス

ト

が

そ

の

性
質
と

そ

れ
に

応
じ

た

管

理

方

法
の

違
い

か

ら

マ

ネ

ジ

ド
･

コ

ス

ト

(

m
巴
-

品
0

仁

c

O

阜
)

と
コ

､

､

､

テ
ィ

ド
･

コ

ス

ト

(

n

O

m
-

t
t

e

a

c

〇
四

t
)

■･
に

分
類
可
能
な
こ

と
が

明
ら
か

に

さ

れ

た
の

で

あ
る

｡

そ

し

て
､

短

期
利
益

計
画
の

た
め

に

は
､

セ

グ
メ

ン

ト

別

個
別

固
定
費
を
さ

ら
に

マ

ネ
ジ

ド
･

コ

ス

ト
と
コ

ミ

テ
ィ

ド
･

コ

ス

ト
に

分
類
す
べ

き
こ

と
､

ま

た
､

短

期
利

益
統
制
の

た

め
に

ほ
､

セ

グ
メ

ン

ト

別
個
別

固
定
費
を
さ

ら
に

セ

グ
メ

ン

ト
の

長
に

と
っ

て

管
理

可
能
か

不

能
か

と
い

う
観
点
か

ら

管
理

可
能
固
定

費
と

管
理

不

能
固
定

費
と

に

分
類
す
べ

き
こ

と

な

ど
の

考
え
に

到
っ

た
の

で

あ

る
｡

一

方
､

一

九
五

〇
年
代
初
頭
に

は

数
理

計
画
法
の

分
野
に

お

い

て
､

固

定
費
を

発
生
さ
せ

る

よ

う
な

種
々

の

ア

ク

テ
ィ

ゲ
ィ

テ
ィ

に

関
連
し

た

問

題
(

た

と

え

ば
､

セ

ッ

ト
･

ア

ッ

プ

費
に

関
連
し
た

問
題
)

は

未
解

決
の

(

1
)

重
要
な

問
題
で

あ
っ

た
｡

W
.

]

芦
H
-

詔
C

F

と
G
.

申

》
㌢
ロ
{

N
i

g

は
こ

の

種
の

問
題
に

対

す
る

一

般
的
な

解
の

牲
梅
を

論
じ
た

論
文
を

一

九
五

四

年

(

2
)

に

執
筆
し

た
｡

一

九
五

〇
年
代
の

終
わ

り
か

ら

整

数

計

画

法
(
H

n
t

e

笥
H

J
-

ロ
e

賀

守
○

笥
P

m
m

i

ロ

粥
‥

I

｢
勺
)

や

混
合
整
数
計
画
法
(

呂
訂
e

a

I

苧

t

e

g
e

【

｢
i

ロ
e

賀

冒
口

笥
m
m

鼻
岩
⊆
)

の

解
法
が

開
発
さ

れ

姶

臥
恕
｡

そ

し
て

､

一

九
六

〇
年
に

D
a

已
N
i

粥

は

固
定
費
問
題
を

ど
の

よ

う
に

し

て

M

I

L

P

の

形
に

定
式
化
す
る

か

を

示

し
た

の

で

あ

る
｡

一

九

六

〇

年
代
に

は

I

L

P

や

M

I

L

P

に

対

す
る

新
し

い

解
法
も

開
発
さ
れ

､

た

と

え
ば

､

切

除
平
面
法
(

C

已
t

ど
粥

空
P
ロ
2

呂
e
t

F
O

d
)

の

ほ

か

に

も

ブ

ラ
ン

チ
･

ア

ン

ド
･

バ

ウ
ン

ド

法
(

野
2
岩
F

2
乙

ロ
○

亡

邑
A
-

町

0
1

訂
F

m
)

や
､

バ

イ
ナ

リ

イ

計
画

法
(

ロ
5

.

賀
y

(

N
e

岩
･

〇
n
O
)

勺

3
雫
P

m
m
i

ロ

巴

に

対

す
る

バ

ラ

ス

の

加
算
潅
(

田

已
監

.

A

監
-

江
く
2

A
-

g
O

邑
F

日
)

な

ど

が

知
ら
れ

る

に

到
っ

た
の

で

あ
る

｡

こ

の

よ

う
に

し
て

､

一

九
六

〇
年
代
を

通
じ

て
､

固
定
費
を

も

考
慮
し

た

最
適
プ
ロ

ダ

ク

ト
･

ミ

ッ

ク

ス

決
定
問
題
に

M

I

L

P

を

適
用
す
る

準

備
が

整
っ

た
｡

す
な

わ

ち
､

一

方
で

は
､

跡
づ

け

可
能
性
の

有
無
や

目

的

3 βす

一

世

F

叫

ト
.

坤

▲

ネ

.

一

声

′

Y

巾

聯

ト

ヰ

一

山

L

r
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( 8 9 ) 研 究 ノ ー ト

に

応
じ

た

固
定
費
の

分
篤
と
い

う
考
え

が

受
け

入

れ

ら
れ

､

他
方
で

は
､

固
定
費
問
題
の

址

I
L

P
へ

の

定
式
化
や

M

I

L

P
の

解
法
が

開
発
さ

れ

た

の

で

あ
る

｡

し

た
が

っ

て
､

残
さ

れ

た

問
題
ほ

ロ
巴
J

t

N
i

粥

の

示

し

た

方
法
が

適
用
で

き

る
よ

う
に

固
定
費
を

分
類
す
る

こ

と
で

あ
り

､

ま

た
､

果
し
て

そ
の

よ

う
に

固
定
費
を

分
類
す
る

こ

と
が

可
能
か

､

と
い

う
こ

と

で

あ

る
｡

(

1
)

W
.

呂
.

H
i

r

胃
F

P
n

仁

P

河

口
P

ロ
t

N
i

甲

:

T
F
2

句
打
e

ら

C
F

告
g
e

吋

岩
E
e

m
､

こ

→

訂

宅
§
已

知
訣
恥

§
b

卸

卜

歳
計

言
切

犯
串

雫
･

訂
1

ぎ
(

S
O

p
t

e

m
b
e
l

-

心

示
00

)
.

p

ワ
中

一

山

-
N

ヰ
.

参
照

頁
ほ

､

ワ

中

一

山

(

2
)

こ

の

論
文
は

T
F
e

河
巴
乙

C
O
【

p
0
1

邑
-

O
n

に

載
っ

た

も

の

で

あ
る

が
､

後
に

(

1
)

に

示

し

た

よ

う
に

再
録
さ

れ

て

い

る
｡

(

3
)

G
.

出
r

O
P

n
t

巴
甲

:

O
n

t

F
e

S

首
ロ
}

P
c

甲
口

語

○
{

∽
○
-

ま
ロ

的

J

F
e

P

M

勺
ヨ
U

粥
ヨ
P

m
m
-

ロ

粥

勺
り
O

b
-

e

m
∽

弓
芹
F

S
O

m
O

H

ロ
t

e

粥
e

r

く
賀

i

P

b
-

e
∽

㌧

内
岩
達
Q

喜
監

3 .

昌
-

(

l

P
日

日

賀
y

-

冨
○

)
､

p

ワ

旨
-
宝
,

参
照

頁
ほ

､

p
.

い

○
｡

な
お

､

こ

の

論
文

の

内

容
は

ほ

と

ん

ど

そ

の

ま

ま
､

G
･

甲

0
2

-

t

N
i

甲

卜

訂
昌
1

勺
1

哉
…
芸
S
申

記

内

包

畠
札

内
ま

芸
･

乱
Q

革
h

.

勺
1

F
n

O
t
小

○
ロ

亡
已
く

寛
巴
t

y

勺
記
払

き

一

心

示
山

.

勺

り

訟
h

l
り
ロ

､

に

再

録
さ

れ

て

い

る
｡

三

混

合
整

数
計
画
法
の

プ
ロ

ダ

ク

ト

‥
､

､

ッ

ク

ス

決
定
問
題
へ

の

通
用

じ
甲
声
什
N

首

の

示
し

た

方
法
が

最
適
プ
ロ

ダ
ク

ト
･

､

､

､

ァ

ク

ス

の

決
定
間

(

1
)

題
に

適
用
可
能
な
こ

と

を

示

し
た

の

は

G

3
く
e
S

ら
で

あ

る
｡

･

彼
ら

は
､

多
数
の

ア

ク

テ
ィ

ゲ
ィ

テ
ィ

に

従

事
す
る

企
業
に

お

い

て
､

風
見
費
は

時
間
と

企
業
の

従
事
す
る

特
定
の

ア

ク

テ
ィ

ブ
ィ

テ
ィ

の

両

面

か

ら

影
響
を

受
け

る
､

と
い

う
｡

そ

し

て
､

予

算
期
間
毎
に

お

の

お

の

の

ア

ク

テ
ィ

ブ
ィ

テ
ィ

お

よ

ぴ
ア

ク

テ
ィ

ブ
ィ

テ
ィ

の

グ
ル

ー

プ

毎
に

個
別

に

跡
づ

け

ら

れ

る

固
定
費
の

存
在
す
る

の

が

通
例
で

あ
る

､

と

す
る

｡

固

定
費
は

､

た

と

え

て

言
え

ば
､

ブ
ロ

ブ

タ

の

集

合
で

あ
っ

て
､

そ

の

高
さ

や

量
は

企
業
の

従
事
す
る

ア

ク

テ
ィ

ゲ
ィ

テ
ィ

の

組
み

合
わ
せ

に

依
存
し

て

決
定
さ

れ

る
､

と
い

う
｡

こ

れ

ら
の

ア

ク

テ
ィ

ブ
ィ

テ
ィ

は
､

し

ば

し

ば

オ

ー

ダ
ァ

ー

ラ
ァ

プ

し
､

相
互

依
存
関
係
に

立

ち
､

ま

た
､

相
互
に

排

(

2
)

他
関
係
に

立
つ

こ

と

も

あ
る

､

と

す
る

｡

企
業
が

､

固
定
費
差
引
後

. の

利
益
に

も

関
心

を

持
つ

の

は

当
然
で

あ

る
｡

そ
し

て
､

第
一

節
に

述
べ

た
よ

う
な

理

由
か

ら

プ
ロ

ダ

ク

ト
･

､

､

､

ッ

ク

ス

の

決
定
に

当
り

､

{

固
定
費
ほ

無
視
さ

れ

る

こ

と

が

多
か

っ

た
の

で

あ

る

が
､

G
岩
≦
岩

ら
の

述
べ

る

如
く

､

固
定
費
の

発
生

額
が

ア

ク

テ
ィ

ブ
ィ

テ
ィ

の

組
み

合
わ

せ

に

依
存
し
て

決
ま
る

と

し

た

ら
､

プ
ロ

ダ

ク

ト
･

ミ

ッ

ク

ス

の

決
定
に

当
っ

て

も

固
定
費
を

考
慮
に

入
れ

な

け
れ

ば

な

ら

な
い

で

あ

ろ

う
｡

ま
た

､

ア

ク

テ
ィ

ゲ
ィ

テ
ィ

間
に

相
互

依
存
関
係
や

排
他
関
係
が

あ
る

場
合
に

は
､

そ

れ

ら

を

考
慮
に

入
れ

た

意
思
決
定
を

行
な

う
必
要
が

あ

ろ

う
｡

こ

れ

ら

が
､

最
適
プ

ロ

ダ
ク

ト

‥
､

､

ッ

ク

ス

決
定
問
題
に

固
定

費
差
引
後
の

利
益
を

目

的
関
数
と

す
る

よ

う
な

M

I

L

P

の

適
用
を

必

要

と

す
る

理

由
で

あ

る
｡

と
こ

ろ
で

､

G

3
く
〇

切

ら
の

言
う
固
定
費
が

限

定
さ

れ

た

意
味
で

使

わ

れ
て

い

る

こ

と

に

注

意
し

な

け

れ

ば
な

ら
な
い

｡

す
な

わ

ち
､

彼
ら
の

言

う
固
定
費
は

､

計
画
過
程
に

お
い

て
､

一

な
い

し

数
種
の

ア

ク

テ
ィ

ゲ
ィ

テ
ィ

へ

従
事
す
る
こ

と

を

や
め

た

と
し

た

ら
､

そ
の

発
生

を

回

避
し

う
る

3 6 7



一 橋論叢 第 七 十 二 巻 第 三 号 ( 9 0 )

原
価
で

あ

り
､

営

業
量
と

と
も

に

は

変
動
し

な
い

が
､

⊥

予
算
期
間
毎
に

契
約
さ

れ

る

よ

う
な

短
期
原
価
で

あ

る
｡

そ

し

て
､

当
該
原
価
を

発
生
さ

せ

る

か

香
か

の

意
思

決
定
は

各
予

算
期
間
の

当
初
に

行
な

わ
れ

る

の

で

あ

(

3
)

る
｡

な

お
､

彼
ら

は

長
期
の

コ

ミ

テ
ィ

ド
･

コ

ス

ト

と

思
わ

れ
て

い

る

固
定

費
の

中
に

短

期
の

固
定
費
と

す
る

こ

と

が

可
能
な

原

価
が

あ

る

と
し

て
､

機
械
設
備
を

購
入

す
る

か

わ

り
に

リ

ー

ス

に

す
る

場
合

､

建
物
を

購
入

す

る

か

わ
り

に

オ

フ

ィ

ス

に

す
る

ス

べ

小
ス

を

賃
借
す
る

場
合
な

ど
の

例
を

(

1
)

あ

げ
て

い

る
｡

さ

て
､

多
品
種
製
品
製
造

企
業
で

こ

の

よ

う
な

固
定
費
が

存
在
す
る

場

(

6
)

も

変
一

化

す
る

の

で

あ

る
｡

(

-
)

几

変
数
の

場
合
は

次
の

よ

う
に

な
る

｡

3 6 ∂

S

呂

買

苛
M
Q

㌔
臼

㌔
-

､

=
-

∽
∈

ヱ

宍
t

t

O

ヾ

芦M
〈

ざ
ぜ

ゝ

爪
ひ

れ

､

=
-

ぜ
ー

Ⅳ
○

→
-

｢

如
-

喜
:
=
(

.

‥

ミ
さ

＋
-

)
-

…
-

且

申

.
=
(

-
〉

:

も
)

一

→
-M

ぎ
も
㌔
1

､

=
-

【

㌔
一

ぎ
｡

爪
O

j

O
r

計

=
(

ヨ
＋

-

∴
=

-

且

合
､

こ

の

間
題
は

次
の

よ

う
に

定
式
化
さ

れ

る
｡

(

5
)

ま

ず
､

2

変
数
の

場
合
を

示
そ

う
｡

た

だ

し
､

明
示

的
に

は

考
え

な
い

も
の

と

し
よ

う
｡

P
]

F
粥

N
‖
Q

臼

■
句
q
.

む

企
業
活
動
上
の

制
約
は

∽
亡

b

甘
の
t

t

0

0

爪
臼

爪
【

壷

○

爪
む

爪
-

匂

=
○

､

-

こ

こ

で
､

β

は

製
品
品
種

一

単
位
当
り

の

限

界
利

益
､

∬

は

製

品

品

種
､

ダ
C

は
一

予
算
期
間
当
り
の

固
定
費

､

∂

は
0

､

1

変
数

､

ロ

ほ
∬

の

値
の

あ

る

上

限
(

亡

p

p
e
l

F
U

亡

邑
)

を

示

す
｡

仮
に

､

む

=
○

と

な
っ

た

と

す

る

と
､

制
約
条
件
の

第
一

式
よ

り
､

臼

=
○

と

な

り
､

目

的
関

数

の

値
は
0

と

な
る

の

で

あ

る
｡

ま

た
､

む

=
-

の

場
合
は

同

様
に

し

て
､

∬

は
打

ま
で

の

範
囲
で

正
の

あ
る

偲
を

と

り
､

そ

れ

に

応
じ
て

､

Z

の

値

h

ぎ
ら

¶
○

こ

こ

こ

で
､

少
は

製
品
品

種
ま

た

は
ア

ク

テ
ィ

ブ
ィ

テ
ィ

一

単
位
当
り

の

限
界
利
益

､

少
は

製
品
品

種
ま

た

は

ア

ク

テ

ィ

ブ
ィ

テ
ィ

､

げ
は
あ

る

ア

ク

テ
ィ

ブ
ィ

テ
ィ

ま

た

は

ア

ク

テ
ィ

ブ
ィ

テ
ィ

の

グ

ル

ー

プ

に

跡
づ

け

ら

れ
る

固
定
費
(

た

だ

し
､

限
定
さ

れ
た

意
味
で

の

固
定
費
)

､

吋
は

､

0
､

1

変
数
を
あ

ら
わ

す
も
の

と

す
る

｡

ま
た

､

物

は
0

ま

た

は
1

の

倍
を

と

る

も
の

と

す
る

｡

吼
は

帖

ざ
ミ
の

上

限
で

あ

る
｡

､

=
-

破
線
で

囲
ん

だ

部
分
は

普
通
の

エ

ア

の

問
題
で

あ
っ

て
､

限
界
利
益
総

一
し

額
最
大
化
問
題
と

な
っ

て

い

る
｡

そ
れ

に

変
数
り

､

お

よ

び

叫
が

0
､

1

を

と
る

よ

う
な

制
約
を

課
す
こ

と
に

ょ
っ

て

固
定
費
差
引

後
の

利
益
を

最

大
化
す
る

よ

う
な

変
数
の

組
の

値
を

求
め

る

必

∫

エ

ア

の

問
題
に

な
っ

て

い

る

の

で

あ

る
｡

(

1
)

カ
ー

G

岩
く
e
∽

.

野

呂
p

ロ
e
S

.

巴
乙

廿

r

∽

○

岩
ロ
∽

e

ロ
.

:

T
F
e

A

胃
-

i

c

P
t
叶

○

ヲ

已

t

官

記
-

宗
C

F

白
旨
t

N
i

羽

:

句

訂

邑

C

F

覧
笥

一

軒

さ

叫

ト

ゆ
,

.

i

l
ヰ

入

_

声

桝

や

J

◆
1

噂

､

★

ナ
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一

､

-

.｡

軸

j

斗

｡

叫
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叫

､

∵
恥

″

叫
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A
-

笥
邑
F

m

-

○

勺
r

O

賢

吋
-

呂
已

点
‥

A

句
○
づ

m
已
∽
t

賢
2

m
e

ロ
t

O
一

夕
J

O

d

宍
t

勺

3
き
巴
U

≡
t

叫

A
⊇
P
-

y
s
i

∽

㌧

ヨ
恥

ゝ

琶
Q
～

昌
江

長

和
?

e
叫

恥

声
(

】

已
y

-

浩
､

○

)
.

勺
p

.

蓋
-

6
笠

(

2
)

声

G
;
く
O
S

e

t

巴
一

〇

勺

已
t

･

ワ

£
N

●

(

3
)

R
.

G
r

O

く
e
S

e
t

a
】

.

〇

ワ
C

i

t
.

p

ワ

嘉
一

ー
巴
･

彼
ら

は

出
○

コ
丁

雫
昌

の

:
c

O

邑
t
t

e

a
こ

∵
､

已
∽
C

l

e
t
小

O

n
p

r

†
､

と
い

う

固
定

費
の

分

類
は

彼
ら
の

目

的
に

と
っ

て

有
用

で

な
い

､

と

し
て

い

る
｡

そ

し
て

､

彼
ら

の

言

う

固
定

費
は

現

金

支
出

｢

キ

ャ

パ

シ

テ

ィ

+

コ

ス

ト

ま

た

は
､

S
F

≡
F
g
【

P

弓

の
一

号
フ

:

c

p
l
e
t

P
打
e
1

2
1

n

e

ロ
P

空
{

ロ

粥

C

O
S
t

こ

の

範
疇
に

入

る

と

し

て

い

る
｡

な
お

､

計
3

t

訂
ロ
P

召
〔

邑
は

第

二

節
で

述
べ

た
マ

ネ
ジ

ド
･

コ

ス

ト

に

相

当

す

る
｡

ま

た
､

S
F

≡
-
】

†

粥
r

p

弓

は
､

そ

の

著

書
の

第
三

版

(

G
･

S

E

≡
口

実
P

弓
-

〔

邑
ゝ

?

B
ま

畠

ぎ
叫
㌧

ゝ
達

岳

官
岩

串
3

丸

〔
Q

邑

邑
､

旨
d

e

d
･

､

空
c

F

買
d

P

I

ヨ
i

ロ
.

-

当
N

､

p
一

合
)

で

は
､

O

P
r

e
t

P

訂
r

c

O
S
t

を

コ

ミ

テ

ィ

ド
･

コ

ス

ト

と

変
更
し
て

い

る
｡

e

n
P
b
-
i

ロ
g

g
監

ほ

準

固
定

費
(

飛

躍

費
)

に

相

当
す

る
｡

(

4
)

声

G
r

O

く
2
S

e
t

巴
･

〇
p
･

0

声

p
･

蓋
h

(

5
)

G

3
く
e
S

ら
は

､

こ

れ

を
1

変

数
の

場
合

と

言
っ

て

い

る
｡

こ

れ

は
∂

を

変

数

と

し
て

考
え

な

か

っ

た

た

め

と

思

わ

れ
る

が
､

∂

ほ

0
､

l

変
数
で

あ
る

こ

と
､

な

ら

び

に

後
に

示

す
乃

変
数
の

場
合
に

ほ

彼
ら

が

0
､

1

変
数
を

も

数
え

あ

げ
て

几

変
数

と

し
て

い

る

と

こ

ろ
か

ら
､

こ

の

場
合

も
2

変
数
と

し
た

方

が

妥

当

と

思

わ

れ
る

｡

し

た

が

っ

て
､

本

文
で

は

2

変
数
の

湯
合
と

し

て

お

い

た
｡

ま

た
､

彼

ら

ほ

目
的

関

数
を

N
=

昌
＋
勺
q
･

む

と

し

て
､

ダ

C

は

負
の

億
を

と

る

と

し

て

い

る

が
､

こ

の

扱
い

も

後
に

示

す
几

変

数
の

易

合
と

一

貫
し

て

い

な
い

｡

F

C
が

正

の

値
を

と

る

と

し

た

方
が

式
の

う
え

か

ら

管
理

会

計

担
当

者
に

分

り

易
い

と

思
わ

れ

る

の

で

本

文
の

よ

う
に

扱

う
こ

と

に

し

た
｡

戸

G
冒
く
e
S

e

t

巴
一

〇

勺

C

F

p
.

基
山

参
照

｡

な
お

､

U
p

ロ
t
N

首

の

定

式

化
に

お

い

て

は
､

目
的

関

数
ほ

原

価

関

数

で

あ
っ

て

q
=

幹
q

＋

警
(

む

=
○

こ
)

と

な
っ

て

い

る
｡

P

申

0
巴
†

t

N
i

甲

O

p
.

9 .

汁

り

篭

(

6
)

R
.

G
↑

○

く
O
S

監

巴
.

〇

ワ

C

芦

り

会
ぃ

で

は
屯

=
-

の

場
合

､

諾

は
打

ま

で

の

い

か

な
る

正

の

倦
も

と

れ
､

N

>
○

と

な

る
､

と

し

て

い

る

が
､

N
>
○

と

な

る

こ

と

は

必

ず
し
も

保

証
さ

れ

て

い

な
い

と

監
･

つ
｡

(

7
)

こ

こ

で

は
､

R
.

G

岩
く
e

S

e
t

巴
･

〇

p

C

芦
p

･

蓋
い

に

従
っ

た

が
､

0
､

l

変

数
の

下
つ

き

の

使
い

方
が

一

貫
し
て

い

な
い

と

思

う
｡

四

ま

と

め

生

産
面
や

市
場
面

､

そ
の

他
の

方
面
で

各
種
の

制
約
に

直
面
し

な
が

ら

生

産
販
売
活
動
を

行
な

っ

て

い

る
の

が

企
業
の

現
実
の

姿
で

あ

ろ

う
｡

こ

の

時
､

よ

り

合
理

的
な

意
思

決
定
を

行
な

う
た

め

に

は
､

意
思

決
定
を

行

な

う
に

あ
た

り
､

そ

れ

ら

の

中
の

重

要
な

制
約
を

考
慮
に

入

れ

る

こ

と
が

必

要
で

あ

ろ

う
｡

こ

う
し

て
､

プ
ロ

ダ

ク

ト
･

､
､

､

ッ

ク

ス

決
定
問
題
に

あ

た
っ

て

は
､

定
式
化
の

し

易
さ

や

扱
い

易
さ

と
い

う
点
か

ら
L

P

を

採
用

し
て

直
接
原
価
計
算
と

結
合
す
る

こ

と

が

短
期

利
益
計
画
の

設
定
上

､

有

用
で

あ

る

と
い

う
考
え
が

受
け

入

れ

ら

れ

て

い

っ

た
の

で

あ

る
｡

し

か

し

9

な

が

ら
､

他
方
で

ほ

プ

ロ

ダ
ク

ト
･

､

､

､

7

ク

ス

決
定
問
題
を

解
く
に

あ

た

朗
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り
､

固
定
費
を

無
視
し

う
る

要
素
と

す
る

こ

と

に

卸
す

る

疑

問
が

あ
っ

た

の

で

あ
っ

た
｡

G
【

○
く
e
切

ら

は
､

固
定
費
の

中
に

は

ア

ク

テ
ィ

ブ
ィ

テ
ィ

に

跡
づ

け

ら

れ
､

か
つ

企
業
が

そ
の

ア

ク

テ
ィ

ブ
ィ

テ
ィ

に

従
事
す
る

こ

と

を
や

め

た

と

し

た

ら

そ
の

発
生

を
回

避
し

う
る

固
定

費
が

あ
る

と

し
て

､

こ

の

よ

う

な

固
定
費
を

識
別
す
る

こ

と

に

よ
っ

て

M

I

L
P

を
プ
ロ

ダ
ク

ト
･

､
､

､

ッ

ク

ス

決
定
問
題
に

適
用
す
る
こ

と
が

可
能
で

あ

る
こ

と

を

示
し

た
の

で

あ

る
｡

企
業
が

固
定
費
差
引
後
の

利
益
の

増
大
に

関
心
を

持
つ

の

は

当
然
で

あ

る
｡

そ
し

て
､

第
三

節
で

示
し

た
よ

う
に

プ
ロ

ダ
ク

ト

‥
､

､

ブ

タ

ス

決
定

問
題
を
L

P

の

形
に

定
式
化
す
る

の

と
址

I

L

P

の

形
に

定
式
化
す

る

の

7 0
り

J

と
で

は

ラ

ン

の

結
果
が

異
な

る
こ

と
が

多
い

で

あ

ろ

う
こ

と

ほ

容
易
に

想

像
が

つ

く
｡

ど

ち

ら

が

企

業
に

と
っ

て

望
ま

し
い

か

と

言
え

ば
､

固
定
費

差
引
後
の

利
益
の

多
い

結
果
を

示

す
M

I

L

P

の

適
用
の

方
が

望
ま

し
い

で

あ

ろ

う
｡

だ

と

す
る

な

ら
ば

､

虹

I

L

p

の

適
用
を

可

能
に

す
る

よ

う

な

固
定
費
の

分

類
が

必

要
と

な
っ

て

く
る

で

あ

ろ

う
｡

こ

う
し
て

､

址

I

L

P

を
プ

ロ

ダ
ク

ト

‥
､

､

ッ

ク

ス

決
定
問
題
に

適

用
す

る
こ

と

は

管
理

会

計
担
当
者
の

注
意
を

固
定
費
に

向
け

､

固
定
費
の

分

類
に

新
た

な

視
点
を

持
ち

込
む

と

思
わ
れ

る

の

で

あ

る
｡

(

一

橋
大

学

大

学

院

博
士

課

寒
)

ヰ

声

宙

叫

ト

ゆ

一

←

中

一

_

〆

が

ヂ

.

小

ゆ

+

小




